
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野駅西口地区地区計画変更（原案） 変更箇所について 

         《新旧対照表》 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中野駅西口地区地区計画 新旧対照表                             （注）下線部は、変更箇所又は追加箇所を示す。 

事   項 変更後 変更前 

名   称 中野駅西口地区地区計画 中野駅西口地区地区計画 

位  置※ 中野区中野三丁目及び中野四丁目各地内 中野区中野三丁目及び中野四丁目各地内 

面  積※ 約２．３ｈａ 約２．３ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、中野駅南口の西側に位置し、地域の暮らしに密着

した個人商店や中低層住宅などが立地している地区である。本

地区を含む中野駅周辺地区は、中野区都市計画マスタープラン

（平成２１年４月）において「商業・業務地区」に位置付けら

れており、再開発などによる土地利用の高度化、景観の向上や

駅前交通結節機能の改善・整備を進めながら「広域中心拠点」

として育成するとともに、駅周辺道路、ペデストリアンデッキ

の整備などを進め、駅周辺の回遊性を高めることとしている。

また、中野駅周辺まちづくりグランドデザイン Ver.３（平成２

４年６月）では、中野駅周辺の４つの地区のそれぞれのまちの

個性を活かしながら、多様な都市機能の配置・集積を図り、活

力と魅力を高めるとともに、相互に連携し合い、相乗的に発展

していけるよう、駅を中心とした回遊ネットワークを形成する

ための動線整備を進めることとしている。加えて、中野駅周辺

自転車駐車場整備計画（令和４年３月改定）では、中野駅周辺

の将来的な自転車駐車場需要を勘案した上で自転車駐車場の規

模及び配置を定め、自転車利用者の安全性や利便性を確保する

とともに、各地区のまちづくりや自転車ネットワークに配慮す

ることとしている。 

このことから、本地区においては、立体道路制度を活用し

た、中野駅上空への西側南北通路、駅施設及び駅ビルの一体的

な整備を通じ、本地区を含めた駅周辺への回遊動線の確保を図

るとともに、更なる来街者の増加や地域生活の利便性の向上を

図る。 

また、土地の合理的かつ健全な有効利用と都市機能の更新を

進めるため、駅直近から線路沿い桃丘小跡地にかけて、街区の

再編や道路を整備する面的なまちづくりを行い、商業、業務、

住宅など多様な都市機能の創出を図るとともに、西側南北通路

における南側の新たな玄関口としての駅前広場の整備や駅につ

ながる安全で快適な交通動線を確保し、防災性や利便性を高

本地区は、中野駅南口の西側に位置し、地域の暮らしに密着

した個人商店や中低層住宅などが立地している地区である。本

地区を含む中野駅周辺地区は、中野区都市計画マスタープラン

（平成２１年４月）において「商業・業務地区」に位置付けら

れており、再開発などによる土地利用の高度化、景観の向上や

駅前交通結節機能の改善・整備を進めながら「広域中心拠点」

として育成するとともに、駅周辺道路、ペデストリアンデッキ

の整備などを進め、駅周辺の回遊性を高めることとしている。

また、中野駅周辺まちづくりグランドデザイン Ver.３（平成

２４年６月）では、中野駅周辺の４つの地区のそれぞれのまち

の個性を活かしながら、多様な都市機能の配置・集積を図り、

活力と魅力を高めるとともに、相互に連携し合い、相乗的に発

展していけるよう、駅を中心とした回遊ネットワークを形成す

るための動線整備を進めることとしている。 
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土地利用の方針 地区内外における自転車交通の利便性や安全性の向上のた

め、地区内に自転車駐車場を整備するとともに、中野区の「広

域中心拠点」の形成に向けて、地区の立地特性を踏まえ、三つ

の地区に区分し、土地利用の方針を以下に定める。 

１．Ａ地区 

・立体道路制度を活用し、中野駅上空に西側南北通路、西側

改札及び駅ビルを一体的に整備し、駅から駅前広場及び周

辺のまちへと続く安全で快適な歩行者動線と非常時におけ

る広域避難場所への誘導動線を確保し、本地区を含めた駅

周辺の回遊性と生活利便性の向上を図る。 

・ （省略） 

２．Ｂ地区 

・ （省略） 

・ （省略） 

・共同化や協調建替え等にあわせて歩行者空間及び、人々の

憩いや交流の場となるオープンスペースを創出し、駅へつ

ながる安全で快適な歩行者ネットワークの形成を図る。 

 

 

 

３．Ｃ地区 

・ （省略） 

中野区の「広域中心拠点」の形成に向けて、地区の立地特性

を踏まえ、三つの地区に区分し、土地利用の方針を以下に定め

る。 

 

１．Ａ地区 

・立体道路制度を活用し、中野駅上空に西側南北通路、西側

改札及び駅ビルを一体的に整備し、駅から駅前広場及び周

辺のまちへと続く安全で快適な歩行者動線と非常時におけ

る広域避難場所への誘導動線を確保し、本地区を含めた駅

周辺の回遊性と生活利便性の向上を図る。 

・ （省略） 

２．Ｂ地区 

・ （省略） 

・ （省略） 

・共同化や協調建替え等にあわせて歩行者空間及び、人々の

憩いや交流の場となるオープンスペースを創出し、駅へつ

ながる安全で快適な歩行者ネットワークの形成を図る。ま

た、拠点施設には一般交通の機能の向上に資する施設とし

て自転車駐車場を整備し、地区内外における自転車交通の

利便性及び安全性の向上を図る。 

３．Ｃ地区 

・ （省略） 



 変更後 変更前 

計
画
図
１ 

  

計
画
図
２‐

１ 

  


